
  

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
食
堂
・
売
店
・
ガ

イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

管
理
運
営
委
員
会
、
ま
た
は
役
場
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振

興
係
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一
七 

清川関所の七夕まつり 7 月１日から 10 日まで開催 
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■発行所 

清川歴史公園 

管理運営委員会 

■連絡先 

庄内町 

立川総合支所 

立川地域振興係 

 

六
月
十
日 

清
川
関
所
前
に 

【台
湾
料
理
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
】出
店 

令
和
四
年
六
月
十
日
（
金
）
午
前
十

一
時
よ
り
午
後
二
時
ま
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
綴
喜
さ
ん
が
運
営

さ
れ
て
い
る
台
湾
料
理
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
「
Ｍ
ｏ
ｎ
’
ｓ 

ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

ｅ
ｎ
（
モ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
）
」
が
清
川

関
所
前
に
出
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
、
甘
辛
く
煮

込
ん
だ
豚
バ
ラ
肉
を
ご
飯
に
の
せ
た

「
魯
肉
飯(

ル
ー
ロ
ー
ハ
ン)

」
を
は

じ
め
、
茹
で
た
鶏
肉
に
香
味
ダ
レ
を

か
け
た
「
鶏
肉
飯(

ジ
ー
ロ
ー
ハ

ン)

」
、
タ
ピ
オ
カ
粉
を
使
っ
た
サ
ク

サ
ク
し
た
食
感
の
台
湾
風
鶏
の
唐
揚

げ
「
鶏
排
（
ジ
ー
パ
イ
）
な
ど
を
販

売
し
ま
し
た
。 

清
川
歴
史
公
園
で
は
、
令
和
四
年
七
月

一
日
（
金
）
か
ら
七
月
十
日
（
日
）
ま
で

「
清
川
関
所
の
七
夕
ま
つ
り
」
を
開
催
、

大
勢
の
お
客
様
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
と

て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

【
七
夕
飾
り
】 

狩
川
に
あ
る
「
こ
ど
も
園
か
ら
ふ
る
幼

児
舎
」
の
お
子
さ
ん
達
に
作
っ
て
い
た
だ

い
た
「
七
夕
飾
り
」
を
、
地
元
・
歓
喜
寺

さ
ん
か
ら
許
可
を
得
て
切
り
出
し
て
き

た
笹
に
御
殿
茶
屋
ス
タ
ッ
フ
で
取
り
付

け
ま
し
た
。 

七
夕
飾
り
は
、
清
川
関
所
の
館
内
や
玄

関
、
井
戸
に
設
置
し
ま
し
た
。
七
夕
飾
り

の
前
で
大
勢
の
来
館
者
が
記
念
撮
影
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

令
和
四
年
八
月
十
三
日
（
土
）
と

十
四
日
（
日
）
の
二
日
間
、
都
合
に

よ
り
御
食
事
処 

御
殿
茶
屋
は
休
業

い
た
し
ま
す
。 

【
七
夕
御
膳
】 

七
夕
ま
つ
り
の
期
間
、
御
殿
茶
屋
ス
タ

ッ
フ
が
考
案
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
「
七
夕

御
膳
」
を
提
供
し
ま
し
た
。
星
形
に
形
ど

っ
た
ゼ
リ
ー
や
夜
空
に
輝
く
星
の
よ
う

に
見
え
る
オ
ク
ラ
を
の
せ
た
「
む
き
そ

ば
」
が
目
を
惹
き
ま
し
た
。 

【
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
】 

七
月
七
日
に
は
、
佐
藤
千
晶
さ
ん
と
庄

内
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
飯
田
さ
ん

に
よ
る
「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
七
夕
や
夏
に
ち
な

ん
だ
歌
が
１
０
曲
ほ
ど
披
露
さ
れ
、
佐
藤

さ
ん
の
優
し
く
ふ
ん
わ
り
と
し
た
歌
声

と
、
飯
田
さ
ん
の
心
に
響
く
歌
声
に
訪
れ

た
み
な
さ
ん
も
う
っ
と
り
と
し
た
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

【
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

ｄ
ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ｔ 

ｉ
ｎ 

清
川
関
所
】 

清
川
関
所
に
庄
内
総
合
高
校
音
楽
部

と
あ
ま
る
め
少
年
少
女
合
唱
団
を
招
き
、

「
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

ｄ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ

ｔ in 

清
川
関
所
」
が
七
月
九
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
「
清
川
歴
史
公
園
の
七
夕
ま
つ

り
」
を
締
め
く
く
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
・
音
楽
推
進
協
力
員
の
飯

田 

陽
子
さ
ん
と
清
川
地
区
担
当
に
よ
る

共
同
企
画
で
、
清
川
地
区
の
方
々
な
ど
約

３
０
人
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
訪
れ

ま
し
た
。 

あ
ま
る
め
少
年
少
女
合
唱
団
１
コ
ー

ス
・
２
コ
ー
ス
に
よ
る
合
唱
、
高
校
生

に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
他
、
庄
内
総

合
高
校
音
楽
部
と
合
同
で
歌
う
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。 

八
月
十
三
日
・
十
四
日 

御
食
事
処 

御
殿
茶
屋 

休
業 

清
川
地
区
の
皆
さ
ん
や
清
川
関
所

に
お
越
し
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

次
回
は
八
月
二
十
六
日(

金)

の
午

前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
に
出
店
予

定
で
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日 

【
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
清
川
関
所
】
開
催 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日
（
金
）

か
ら
三
十
一
日
（
日
）
ま
で
清
川
地

区
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
清
川

関
所
」
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
の
期
間
は
営
業
時
間
を
午
後
八

時
ま
で
延
長
し
て
、
館
内
を
ゆ
っ
く

り
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

他
、
角
蔵
珈
琲
さ
ん
に
よ
る
「
清
川

珈
琲
」
や
「
ブ
ル
ー
マ
ロ
ウ
ソ
ー
ダ
」

な
ど
ド
リ
ン
ク
の
販
売
の
他
、
二
十

九
日
に
は
「
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
淹

れ
方
講
座
」
、
三
十
日
に
は
「
ク
イ

ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
、
三
十
一
日
に

は
「
ク
レ
イ
パ
ッ
ク
手
作
り
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。(

午
後
六
時
半
開

始)

講
座
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
は
、
電
話
：(

０

９
０)

７
７
３
３
・
８
７
８
０
ま
で
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 
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第１回「清川歴史公園・歴史講座 in 清川」開催 

企
画
展
「
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
企
画
展
示
連
携
事
業
「
荘
内

藩
の
参
勤
交
代
」
で
は
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
か
ら
お
借
り
し
た
貴
重

な
資
料
の
画
像
を
パ
ネ
ル
に
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
「
於
錦
糸
堀
御
獲
鮒
魚
拓
（
き
ん
し
ぼ
り
に
お

い
て
お
と
ら
え
ふ
な
の
ぎ
ょ
た
く
）
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

庄
内
藩
酒
井
家
の
八
代
藩
主
・
忠
勝
（
た
だ
か
た
）
の
世
子
・
忠
発

（
た
だ
あ
き
）
が
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
滞
在
中
に
錦
糸
堀
に
あ
っ
た

下
屋
敷
で
釣
っ
た
鮒
（
体
長39.5cm

）
の
魚
拓
。
こ
の
魚
拓
は
、
現

存
す
る
日
本
最
古
の
魚
拓
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

企
画
展
示
部
会
よ
り 

酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
記
念
展
示
連
携
事
業 

 
 

 
 

荘
内
藩
の
参
勤
交
代 

～
展
示
資
料
を
ご
紹
介
～ 

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日(

水)

、
清

川
歴
史
公
園
に
致
道
博
物
館
の
主
任
学

芸
員
・
菅
原
義
勝
氏
を
講
師
に
招
き
、

歴
史
講
座in

清
川
「
酒
井
家
庄
内
入
部

400

年
」 

第
一
回
の
講
座
と
し
て
「
庄

内
藩
の
参
勤
交
代
」
と
題
し
た
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次回は８月２４日開催！「青少年期の清河八郎と庄内藩」 

第
二
回
歴
史
講
座
は
八
月
二
十
四
日

（
水
）
に
開
催
。
清
河
八
郎
研
究
会
・
会

長
の
小
野
寺
雅
明
氏
に
「
青
少
年
期
の
清

河
八
郎
と
庄
内
藩
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
費
は
、
東
風
そ
ば

の
昼
食
や
お
土
産
付
で
、
お
ひ
と
り
２
，

０
０
０
円
。
お
昼
１
２
時
受
付
開
始
・
定

員
２
０
名
で
す
。
（
午
後
二
時
半
終
了
予

定
） 参

加
ご
希
望
の
方
は
、
清
川
関
所
【
電

話
：0234-25-5885

】
へ
お
電
話
に
て
ご

予
約
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付

終
了
し
ま
す
。（
定
休
日
：
毎
週
月
曜
日
） 

 

な
お
、
十
一
月
に
開
催
す
る
第
三
回
は

「
庄
内
藩
江
戸
市
中
取
締
」
に
関
す
る
講

座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

美
し
い
御
殿
林 

七
月
十
二
日 

御
殿
林
の
山
ゆ
り
の

蕾
の
様
子
を
見
に
歩
い
て
み
た
。
雨
の

少
な
い
猛
暑
に
も
め
げ
ず
、
昨
秋
に
子

供
達
の
植
え
た
沢
山
の
山
ゆ
り
は
つ
ぼ

み
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。
二
十
日
過
ぎ

頃
か
ら
咲
き
始
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

散
策
道
も
整
備
工
事
中
で
、
二
十
四

日
に
は
チ
ッ
プ
（
木
片
）
も
敷
か
れ
る
の

で
、
観
光
客
は
山
ユ
リ
を
愛
で
な
が
ら

気
持
ち
よ
く
歩
い
て
頂
け
る
で
し
ょ

う
。
観
光
客
は
勿
論
で
す
が
、
清
川
住
民

か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
「
お
林
」
に
親

し
ん
で
欲
し
い
も
の
で
す
。 

こ
の
美
し
い
御
殿
林
が
植
え
ら
れ
て

約
三
百
年
に
な
り
ま
す
が
、
村
を
守
る
ば

か
り
で
な
く
、
百
五
十
年
前
に
は
戊
辰
戦

争
が
あ
り
、
激
し
い
戦
い
が
あ
っ
た
と
は

想
像
に
難
い
が
、
杉
材
に
鉄
砲
の
弾
が
残

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
観
光
客
は
大
い
に

驚
く
の
で
す
。
清
川
は
ど
こ
を
歩
い
て
い

て
も
、
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
驚
か
さ

れ
ま
す
。 

私
達
住
民
も
、
御
殿
林
を
愛
し
大
切
に

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

現
在
、
清
川
関
所
内
で
展
示
し
て
お

り
ま
す
「
江
戸
庄
内
道
中
記
」
や
「
大

乗
院
様
以
来
御
上
下
控
」
を
通
し
て
、

庄
内
藩
の
参
勤
交
代
の
様
子
を
分
か
り

や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
講
演
の
前
に
は
、
き
よ
か
わ
観
光

ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
ま
ち
歩
き
を
実
施
。

清
川
関
所
や
芭
蕉
上
陸
の
地
、
更
に
御
殿

林
を
抜
け
て
、
清
河
神
社
等
に
参
加
者
を

ご
案
内
し
ま
し
た
。 

於錦糸堀御獲鮒魚拓（複製） 

鶴岡市郷土資料館所蔵 


